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＜川端Ｄｒケースカンファ＞

・平　京子様→中途覚醒あり再入眠出来ないと発言の為、８月17日からロヒプノール(１)１Ｔ（眠剤）就床前薬に追加処方となっています。
・浅野秀子様→不眠、浅眠を訴えている為、８月17日からリスパダール（１）１Ｔ（安定剤）就床前薬に追加処方となっています。
・村上元道様→眠気持続し朝起きれないと訴えあり、８月17日からロヒプノール(１)１Ｔ（眠剤）止めとなっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　今後の事を主治医から御家族に相談したいので連絡希望の為、指定の日にちを連絡しています。現在御家族が多忙との事で都合の良い日をみて後日電話連絡が来る予定です。

・小坂君子様→主治医より臨時薬から定期薬となった為、自己服薬管理開始を進めていますが、本人様より幻聴、妄想様の発言聞かれ不安感を言われているが、19日の朝より１日分開始となり「看護婦さんの協力を得てやってみます。」と言われています。今後も幻聴、妄想に左右された言葉を聞き行動化しないよう観察していきましょう。


＜注目患者様ケース検討＞
・五日市　規様→本日の深夜帯で不眠で経過され、声掛けにまとまりない会話や眼光の鋭さもみられていた。18日の日勤では、時折ニヤツキあり、18日夜間の睡眠有無に「わざと起きて24時間のテレビを長く起きて観れるかやってみた。」と幻聴、妄想に対して否定的発言聞かれています。これからも、発言内容を把握しながら夜間の睡眠状況を観察していきましょう。
　・平　京子様→夜間中途覚醒あると訴え聞かれるが、余暇時自床で臥床傾向が見られるので、日中は離床の声掛けをしてホールで過ごす様に働きかけましょう。　　　　　
　・佐々木善孝様→本日の日中は、他患者様と会話され高笑いを３回されている様子見られいます。又表情の冴えなさがあり、孤立していたりと気分の変動があり、現在は気分の高揚が目立っている。本人様も自覚されている様なのでこのまま注目していきましょう。　　　　　　

・横山　耕生様→外泊中に、今後の事について御家族と話し合いされて、　　　　　本人様は秋ぐらいに退院できる予定と思っていたが、お母様から退院は年内は考えていないと言われた事で困惑され動悸発言や手の痺れの訴え聞かれています。今後も、表情の観察や発言内容を聞いて不安感を軽減していきましょう。この事は本日主治医に報告しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜江刺家課長の講義＞
～家族交流会での御家族との関わり方について～
○スタッフ・・・面会時に最近の患者様の情報を御家族に伝えるが御家族が関心ない態度が見られる時に介入の仕方を考えるのですが？
▲課長・・・反応がなくて、変化しなくてもこちらの態度が統一化されていれば相手に期待しなくても良いと思う。同じ態度を続けていれば関心を示しているんだなや私達の事を解っているんだと思ってくれる様になる。
○スタッフ・・御家族と患者様が面会時、静寂状態の場合どう介入すればよいか？
▲課長・・・挨拶されて今日はいらして頂きどうも有難うと言い、外泊状況の事を聞いたりこちらでは○○のプログラムをしているのですが、家にいた時、趣味はなんでしたか等と聞いていく。
▲課長・・御家族は特別ではなく私達と同じ方と考えましょう。

｛例｝あなたの家族はだれですか？

自分が思っている家族・・・犬、金魚等を家族と思えばこれらが家族となる。

・現在は血縁から結縁と家族構成が変化している。

・入院してから家族構成を聞く際に情報提供をして頂く様に色々と意見引き出すようにすると詳しい家族構成が作成出来ると思う。

・日頃からの家族関係が大切・・・事務的な対応だけでは信頼関係はできない。
▲課長・・家族教室→同じ悩みや病気について御家族自身のいどばた会議のような物です。

家族交流会→長期入院を通して家族と患者様が疎遠になりがちな状況を交流会を通して近づける。又スタッフはその橋渡しが出来るよう関わっていく。








































